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	２． 具体的な活動内容  本事業では、「植えて、守って、つなげる」ことをテーマに、以下の活動を展開しました。  （１）漆苗木の生産と就労支援の融合  ・苗木の生産は、平川市の障害者就労支援B型事業所「きりんの里」の利用者が担当。 ウルシの種子は発芽率が非常に低く、選別・発芽処理播種までには手間と根気を要します。 この一連の工程は、手仕事が得意な利用者の特性と合致し、作業のやりがいにつながりました。 生産される苗木は年間約500本。 この苗木は全て、地域の植栽活動に使用されており、1本800円で流通...
	（２）学生との連携による植栽活動と森林教育  植栽は弘前大学人文社会科学部 地域行動コースの学生と、五所川原農林高校・柏木農業高校の生徒が主体的に参加。学年や学校を超えてグループを作り、指導者の元で山林に漆苗を1本1本丁寧に植えました。 植栽後は年2回の保育管理（下草刈り等）を実施。学生たちは初めて触れる山仕事に戸惑いながらも、「山を育てる」「地域に関わる」実感を持ち、自ら考え行動する地域共生の実践を体験しました。
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	1．放置山林の再生と漆資源の育成
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